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テストは受けた後が大切!! 
 

　 中 学 生 に な っ て 初 め て の テ ス ト が 終 わ り ま し た 。 小 学 校 の 時 と 違 い 、 テ ス ト

範囲も広く、問題数も多かったことに驚いたと思います。 

　 と こ ろ で 、 テ ス ト に 向 け て の 取 り 組 み 方 は ど う だ っ た で し ょ う か ？ 計 画 通 り に 進 め 、 自 分

の 目 標 を 達 成 す る こ と は で き た で し ょ う か ？ テ ス ト は 授 業 で 学 習 し た 大 切 な ポ イ ン ト が 集 結

し て い ま す 。 で き な か っ た と こ ろ を で き る よ う に す る の が 「 努 力 」 で す 。 返 っ て き た テ ス ト

の 結 果 に 一 喜 一 憂 せ ず 、 テ ス ト の 復 習 を 何 度 も す れ ば 、 中 間 テ ス ト ま で の 範 囲 を し っ か り 理

解 し た こ と に な り ま す 。 み な さ ん の 粘 り 強 い 「 努 力 」 を 見 せ て く だ さ い ！  

　 以 下 に 、 テ ス ト 後 に 行 う べ き 重 要 な ス テ ッ プ を 紹 介 し ま す 。 

 

1. 結果の振り返り  

　 テ ス ト が 返 却 さ れ た ら 、 ま ず は 結 果 を し っ か り と 振 り 返 り ま し

ょ う 。 間 違 え た 問 題 や 不 確 か な 部 分 を 確 認 し 、 自 分 の 理 解 度 を 再

 評価することが大切です。

間 違 いの 分 析→ 間 違え た 問 題を ど うし て 間 違え たのか 、自 分の 考え 方やア プ ローチ を振 り返 り

 　　　　　　　ましょう。

正 解 の確 認 →正 解 した 問 題 も、 な ぜ正 解 だ った のかを 確認 し、 自分 の考え 方 が正し いか を確 認

 　　　　　　します。

 

2. 学びの強化  

　 間 違え た 問題 や 理解 が 浅 かっ た 部分 を 中 心に 、学び を強 化し まし ょう。 こ れには 、以 下の 方

 法があります。

追加の練習問題→間違えた部分に関する追加の問題を解き、理解を深めます。 

参 考 書の 活 用→ 参 考書 や オ ンラ イ ンリ ソ ー スを 使って 、改 めて その トピッ ク を学び 直し ます 。 

 

3. 学習計画の見直し  

　 テ ス ト 結 果 を 元 に 、 今 後 の 学 習 計 画 を 見 直 す こ と も 重 要 で す 。 ど の 分 野

に時間を多く割くべきか、どのような学習方法が効果的かを考えましょう。 

優先順位の設定→特に力を入れるべき科目や分野を決めます。 

学 習 方 法 の 改 善 → 今 回 の テ ス ト を 通 じ て 見 つ け た 効 果 的 な 学 習 方 法 を 取 り

 　　　　　　　　入れます。

 

4. ポジティブな姿勢を保つ  

　 テ スト の 結果 に 一喜 一 憂 せず 、 ポジ テ ィ ブな 姿勢を 維持 する こと も大切 で す。失 敗を 次の 成

 功のためのステップと捉え、前向きに取り組みましょう。

自己肯定感の維持→自分の頑張りを認め、過度に自分を責めないようにします。 

改 善 のた め のモ チ ベー シ ョ ン→ 次 はも っ と 良い 結果を 出す ため のモ チベー シ ョンを 高め ます 。 

躍　 進



　 テ スト を 受け た 後、 ど の よう に 過ご す か が学 習の効 果を 大き く左 右しま す 。テス トは 単な る

評 価 の手 段 では な く、 学 び を深 め るた め の 重要 な機会 です 。テ スト の後に も 続くこ の一 連の プ

ロ セ スが 、 学び を より 深 く し、 次 のテ ス ト での 成功に つな がり ます 。テス ト は終わ って から が

本番 です。ま ず は 、学 習計 画 表 を見 直 して 、 学 習に 充 てた 時 間、 や り方が 正し かっ たの か、自

分 に 合っ て いた の か、 他 に 工夫 で きる こ とは なか った のかを 考 えて みまし ょう ！自 分の 学習 を

途 中 途中 で 見直 し 、調 整 し てい く 力、 粘 り強 く取 り組 んでい く 力も つけて いっ て欲 しい と思 い

ます。 

 

【黄金の比率　 インプット：アウトプット＝３：７】  

 

  子 ど も た ち 同 士 で 「 互 い に 教 え 合 う 」 機 会 を

設 け る こ と は 、 学 習 内 容 の 理 解 を 深 め 、 定 着 率

を 高 め る 上 で 非 常 に 効 果 的 で す 。 わ か り や す く

教 え よ う と す る 行 為 は 、 学 び の 振 り 返 り や 応 用

に つ な が り 、 教 え る 側 と 学 ぶ 側 の 両 方 に メ リ ッ

ト が あ り ま す 。 そ こ で 、 英 語 で は 、 自 分 で 解 き

直 し た が 、 そ れ で も わ か ら な か っ た 問 題 ・ 間 違

え た 問 題 を 学 び 合 い を 通 し て で き る よ う に す る

授 業 を お こ な い ま し た 。 自 分 が 理 解 す る ま で 粘

り 強 く友 達 に聞 い たり 、 分 かる ま で説 明 し たり といっ た姿 が見 られ ました 。 そして 、な ぜ間 違

 え た のか 、 次ど の よう に 学 習す れ ばよ い の か、 一人一 人が 自身 の学 び方に つ いて考 えま した 。

 【生徒の振り返り】

　 こ の結 果 で自 分 は もう 少 し小 テ スト の 解き 直 し や音 読 の発 音練 習、 基本 文マス ター をも っ

と し っか り とや り た いと 思 いま し た。 だ から 、 ７ 日お き に小 テス トの 復習 と音読 練習 をす る

な ど 、失 敗 を機 に や り方 を 変え よ うと 思 いま し た 。そ し て、 勉強 上手 の人 に自分 の勉 強方 法

は、効果的かアドバイスをもらってきて今後に役立てます。

　 今 回は テ スト 勉 強 で小 テ スト を 中心 に 復習 や 勉 強を し てい たの で、 あま り基本 文マ スタ ー

や 単 語の 勉 強を し て いな か った の で、 も っと 一 つ に集 中 しす ぎる ので はな く幅広 く勉 強を し

たいと思いました。次は、80点以上を目指して今回の中間テストの問題を解き直したりわか

らない人に教えてより頭に定着させたいと思います。

　 私 は中 間 テス ト を して 、 自分 が もっ と 勉強 す べ きと こ ろな どが よく わか ったし 、み んな で

答 え 合わ せ など を し て、 み んな が つま づ くと こ ろ もわ か った ので 、そ こを 特に勉 強し て次 の

テストはもっといい点数が取れるよう頑張りたいと思いました。



今のうちから「勉強体力」を身につけよう!!  

 

　「 勉 強 体力 」 とは 、 長時 間 に わた っ て集 中 して 勉強 を続け る ため の精神 的・ 肉体 的な 持久力

の こ とを 指 しま す 。こ れ は 、学 業 にお い て重 要な 要素 であり 、 特に 試験勉 強や 受験 勉強 のた め

の学習において効果的に活用されます。以下に「勉強体力」の重要性について紹介します。 

集中力の維持  

　 集 中 力 を 持 続 さ せ る こと は 、 効率 的 な学 習 に 欠か せ ませ ん 。「勉 強 体力 」 が

あ る と 、 長 時 間 に わ た り 同 じ 課 題 に 取 り 組 む こ と が で き 、 深 い 理 解 と 知 識 の

定着が促進されます。 

ストレスの軽減  

　 勉 強 は し ば し ば ス ト レス を 伴 いま す 。し か し 、「 勉 強体 力 」 があ る こと で 、

ストレスをより効果的に管理し、プレッシャーの下でも冷静に対処することが可能です。 

学習の質の向上  

　 持 久力 が ある と 、疲 れ や すい 時 期で も 質の 高い 学習 を続け る こと ができ 、結 果と して 学習 の

質が向上します。 

 

　それでは次に「勉強体力」を鍛える方法について紹介します。 

規則正しい生活習慣  

　 規 則 正 し い 睡 眠 と 食 事 は 、 身 体 の 健 康 を 保 ち 、 精 神 的 な 集 中 力 を 高 め

る 基 礎 と な り ま す 。 十 分 な 休 息 を 取 る こ と で 、 効 率 的 な 学 習 が 可 能 と な

ります。 

運動の取り入れ  

　 適 度な 運 動は 、 身体 の 健 康を 維 持し 、 メン タル ヘル スにも 良 い影 響を与 えま す。 運動 をす る

ことで、脳への血流が増え、集中力が向上します。 

休憩の計画  

　 長 時 間 の 勉 強 に は 、 適 切 な 休 憩 が 必 要 で す 。 ポ モ ド ー ロ ・ テ ク ニ ッ ク

（ 学 年 だ よ り No.5参 照 ） な ど の 方 法 を 用 い て 、 短 い 休 憩 を 定 期 的 に 取 る

ことで、集中力を持続させることができます。 

モチベーションの維持  

　 目 標 を 設 定 し 、 そ れ に 向 か っ て 進 む こ と で 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め る

ことができます。自分の進捗を確認し、達成感を得ることで、さらに学習意欲が増します。 

 

　 「 勉強 体 力」 は 、学 業 に おい て 成功 す るた めの 重要 なスキ ル です 。規則 正し い生 活習 慣や 適

度 な 運 動 、 計 画 的 な 休 憩 を 通 じ て 、「 勉 強 体 力 」 を 鍛 え 、 効 率 的 か つ 効 果 的 な 学 習 を 実 現 し ま

しょう。        

  

　そこ で、今月の プロ委の 取り組み は、「切磋琢

磨 し 合 っ て １ ０ 日 間 で 学 習 時 間 を ２ ５ 時 間 以 上

を 目 指 そ う ！ 」 に 決 ま り ま し た 。 個 人 名 簿 を 掲

示 し 、 ３ ０ 分 ご と に シ ー ル を 貼 っ て 学 習 時 間 を

可 視 化 し て い き ま す 。 み ん な で 目 標 を 達 成 し 、

今 の う ち か ら 「 勉 強 体 力 」 を つ け て い き た い で

 すね！

 



人数  

学習時間  

　 左 上は 今 回の テ スト の 学 習時 間 を示 し た グラ フです 。右 上は 「テ スト前 の 家庭学 習時 間数 と

テストの成績」（ある学習塾の統計より）です。学習の「質」を高める前に、まずは学習の「量」

 を増やしましょう！

 

今月は「防災学習」月間です！～「総合的な学習の時間」より～ 

                                                                             

　 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 に 、「 防 災 学 習 」 を 行 い ま す 。 こ の 学 習 で は 、「『 地 域 を 知 ろ う ・ 地

 域を守ろう』をテーマに高中生ができることは何かを探る」ことを目標にしています。

 　具体的には、以下の２点を学習の視点に置いています。

 　①災害から生命を守るための必要な能力や資質の向上を図る。

　 ② 人間 と して の 在り 方 ・ 生き 方 を考 え 、 生命 を尊重 する 心を 育成 すると と もに、 他者 に対 す

 　　る思いやりや助け合いの心、ボランティア精神等を養う。

　 地 域と 連 携を 取 りな が ら 、防 災 ・減 災 に 対す る知識 と実 践的 スキ ルを身 に つけて いこ うと 考

 えています。ご家庭においても、是非話題にしてみてください。

　 ６ 月 ３ 日 （ 火 ） は 、「 防 災 カ ー ド ゲ ー ム 　 シ ャ ッ フ ル 」 を 使 っ て 「 イ ザ 」 と い う 時 に 役 に 立

つ知識を遊びながら覚えました。具体的には、「応急手当 」「防災知識 」「救援・救助」「サバイ

バ ル 」 の ジ ャン ル から 合 計 12 種類 で す 。ゲ ー ム感 覚 で 楽し く 防災 の 知恵 や 技 を身 につ け る こ

 とができました。次回は、２４日（火）に体育館で「避難所運営ゲーム」を行う予定です。

 【生徒の振り返り】

僕 は 、 こ の 時 間 で 防 災 に つ い て 詳し く知 れ る こ と が で き ま し た 。 け れ ど、 ま

だ 全 然 わ か っ て い な い 防 災 の 仕 方が ある と 思 う の で 調 べ た い と 思 い ま した 。

ま た 、 自 分 だ け で で き な い こ と も多 いの で も っ と 知 り た い と 思 い ま し た。 こ

れ か ら は 今 日 学 ん だ こ と だ け で も意 識し て 災 害 が 起 き た と き に す ぐ 対 応で き

るようにしたいと思いました。

 災害にあったら、まず落ち着いて行動することが大事だと思います。落ち着

 いて行動し、この場合はこうする、など冷静に判断しその場の１番良い判断

を す れ ば 、 い い と 思 い ま す 。 こ れか らも 災 害 に 備 え て 、 対 策 な ど を し てい き

た い で す 。 あ と 、 こ の 学 ん だ こ とを 家族 や 他 の 友 達 に 伝 え て み ん な が 災害 の

対策方法をしって行けばいいと思いました。


